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役
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人
が
参
加
し、

【
小
樽
発】
向
草
別
組
（
岩＿
労
働
災
害
と
交
通
事
故
の
撲
滅

内、
小
松
知
史
社
長）
と
草
友

に
向
け
決
意
を
新
た
に
し
た。

会
（
佐
藤一
会
長）
は
5
月
29

小
松
社
長
11
写
真
11
は、
従

共
通
意
識
持
ち
対
策
推
進

事
者
全
属
が
共
通
意
識
を
持
っ

て
安
全
対
策
に
取
り
組
む
こ
と

の
重
要
性
を
弾
調
し
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り、
伺
が

危
な
い
か、
ど
こ
に
危
険
が
あ

る
の
か、
互
い
に
声
を
か
け
合

い、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て

危
険
の
芽
を
取
り
除
い
て
も
ら

い
た
い」
と
訴
え
た。
ま
た「
現

鳩
で
の
安
全
衛
生
に
対
す
る
意

識
や
取
組
を
再
認
識
し、
K
Y

活
動、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

な
ど
安
全
衛
生
活
動
を
充
実・

強
化
し
て
い
く」
と
言
及
し

た。佐
藤
会
長
は
「
草
友
会
と
し

て、
こ
と
し
1
年
の
無
事
故・

無
災
害
を
目
掴
し
様
々
な
施
策

を
考
品
取
り
組
ん
で
い
く」
と

述
べ
た。

大
会
で
は、
積
極
的
に
安
全

衛
生
活
動
に
取
り
組
ん
だ
優
良

協
力
業
者
の
向
森
重
機
工
業
と

峠
マ
ル
ヨ
シ
工
業
を
表
彰
し
た

ほ
か、
特
別
表
彰
と
し
て
緊
急

工
事
に
対
し
て
尽
力
し
た
3
社

を
表
彰
し
功
績
を
た
た
え
た。

ま
た、
岩
内
警
察
署
の
北
垣

孝
署
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
あ

と、
南
祐
希
交
通
課
長、
小
樽

労
基
署
倶
知
安
支
署
の
嵯
峨
宏

之
支
署
長
が
講
話。
参
加
者

は、
交
通
事
故・
労
災
防
止
対

策
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た。

続
い
て、
建
築
部
の
鈴
木
雄

基
氏
が
「
熱
中
症
の
知
識
を
再

認
識
し
て
も
ら
う
安
全
教
育
馴

練
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
で、

熱
中
症
に
よ
る
労
働
災
害
の
絶

滅
に
つ
な
が
る」
と
労
働
災
害

防
止
の
た
め
の
提
言、
川
畑
拓

也
氏
が
安
全
決
議
宣
言
し
「
安

全•
安
心
な
建
設
作
業
の
確
立

と
地
域
社
会
の
発
展
に
資
献
す

る」
と
誓
っ
た。




